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市
史
編
さ
ん
室
で
は
、
平
成
二
十
年
の
四
月
か
ら
新

し
い
『
岩
沼
市
史
』
の
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
刊
行
物
の
第
一
弾
と
し
て
、
岩
沼
の
歴
史
を

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
も
分
か
り
や
す
く
編
集
し

た
、『 

子
ど
も
岩
沼
市
史 

』
を
四
月
に
刊
行
い
た
し
ま

す
。

　
小
中
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
成
人
の
方
が
ご
覧
に
な
っ

て
も
充
分
に
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

　
個
人
住
宅
の
建
設

に
伴
う
下
野
郷
館
跡

の
調
査
で
は
、
焼
け

た
土
が
集
中
し
て
広

が
る
遺
構
を
四
カ
所

発
見
し
、
こ
の
ほ
か

井
戸
跡
や
溝
跡
、
江

戸
時
代
の
陶
磁
器
類

が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。 （

下
野
郷
舘
内
）

　
県
道
岩
沼
蔵
王
線

拡
幅
工
事
に
伴
う
上

根
崎
遺
跡
の
調
査
で

は
、
約
三
五
〇
㎡
の

面
積
を
発
掘
し
ま
し

た
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、

中
世
の
遺
物
や
百
個

前
後
の
柱
穴
跡
を
発

見
し
ま
し
た
。

上
根
崎
遺
跡

市
内
の
遺
跡
・
発
掘
調
査
情
報

（
長
岡
字
上
根
崎
）

下
野
郷
館
跡

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
願
い

『
子
ど
も
岩
沼
市
史
』
が

　
　
　
　四
月
に
刊
行
さ
れ
ま
す
！

下野郷館跡の調査区全景 上根崎遺跡の調査区全景

岩 沼 市 文 化 財 だ よ り[４]
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現
在
、
市
内
に
は
約
六
〇
カ
所
の
遺
跡
（
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
地
）
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
地
面
を

掘
削
し
た
り
、
建
設
工
事
を
実
施
す
る
場
合
、
工
事
予

定
地
が
遺
跡
の
範
囲
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
事
前
に

生
涯
学
習
課
・
ふ
る
さ
と
展
示
室
の
い
ず
れ
か
で
照
会

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
地
下
か
ら
遺
物
な
ど
が

出
土
し
た
場
合
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
き
、
速
や
か

に
生
涯
学
習
課
か
ふ
る
さ
と
展
示
室
ま
で
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

連
絡
先

　
毎
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、
一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
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四
年
一
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二
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に
、
奈
良

県
の
法
隆
寺
金
堂
で
火
災
が
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し
、
飛
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時
代
の
芸
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と
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い
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内
の
壁
画
が
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失
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
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ら
、
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な
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史

遺
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を
火
災
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ら
守
る
た
め

制
定
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た
記
念
日
で
す
。
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で
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、
市
指
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の
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を
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で
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訓
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が
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　市
教
育
委
員
会
で
は
被
災
し
た
文
化
財

の
散
逸
を
防
ぐ
た
め
、
解
体
す
る
家
屋
や

蔵
か
ら
歴
史
資
料
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
修
繕
・
保
存
に
努
め
、

貴
重
な
岩
沼
の
遺
産
を
後
世
へ
引
き
継
ぐ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
津
波
に

浸
か
っ
て
し
ま
っ
た
下
野
郷
学
習
館
の
民

具
資
料
に
つ
い
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
応
急
処
置
と

し
て
洗
浄
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
歴
史
資
料
の

　収
集
と
保
全
に
つ
い
て

20　竹駒寺・門前の石碑群

▽浸水域での資料の救出

△市内民家での民具搬出作業

13　日月堂

26　貞山堀

15　蒲崎神明社・流失した屋根部分 8　二野倉神明社

岩 沼 市 文 化 財 だ よ り[３]
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１　相野釜稲荷社 下野郷字浜 　津波により流失　

２　法円寺 下野郷字浜 　津波により流失　

３　遍照寺（弘法大師堂） 下野郷字藤曽根 　津波により流失　

４　岩誓寺 下野郷字江口 　地震被害・山門倒壊　

５　愛宕神社 下野郷字上中筋 　地震被害・石燈籠など倒壊　

６　林観音堂 押分字北土手 　地震・津波により大規模損壊　

７　恵洪寺 押分字南谷地 　津波により浸水　

８　二野倉神明社 押分字須賀原 　津波により全壊　

９　長谷釜神明社 早股字前川 　津波により浸水　

10　早股熊野神社 早股字松原 　津波により浸水　

11　高林寺 早股字寺北 　津波により浸水　

12　境明神 寺島字北新田 　津波により流失

13　日月堂 寺島字高原 　地震により拝殿が全壊

14　専光寺 寺島字浜里 　津波により全壊

15　蒲崎神明社 寺島字浜里 　津波により流失

16　湊神社 寺島字瀬崎 　津波により浸水・一部損壊

17　新浜神社 寺島字南瀬崎 　津波により浸水・一部損壊　

18　法常寺 朝日一丁目 　地震被害・石碑転倒

19　竹駒神社 稲荷町 　地震被害・石燈籠など転倒

20　竹駒寺 桜一丁目 　地震被害・石碑転倒多数　

21　長徳寺 長岡字塚腰 　地震被害・本堂全壊判定　

22　岩蔵寺 志賀字薬師 　地震被害・石段ズレ・建物傾き　

23　渡邉庭園 南長谷字海道南 　地震被害・庭園内の石燈籠転倒　

24　下野郷学習館 下野郷字長塚 　津波により浸水

25　寺島学習館 寺島字西川 　地震・津波により全壊

26　貞山堀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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